


＜プログラム＞
	
	時　間
	テーマ
	講　師（敬称略）

	１０月
１９日(土)
	10:00～10:15
	趣旨説明にかえて
	和歌山県精神保健福祉センター所長
小野　善郎

	
	10:15～11:45
	高校生の移行支援の意義と可能性
	同　上　　　　　　　　　　　　　　　　　小野　善郎

	
	11:45～12:45
	昼　食（各自でお取り願います）

	
	12:45～14:15
	高校中退者の背景と支援ニーズ
	NPO法人さいたまユースサポートネット理事長
青砥   恭

	
	14:30～16:00
	社会的養護における移行支援の課題
	土井ホーム施設長　　　　　　　　 　　土井　高徳

	
	16:15～17:00
	討　論
	出講講師予定

	１０月
２０日(日)
	9:00～10:30
	思春期の発達課題と支援ニーズ
	千葉大学教育学部教授　　　　　　　保坂   亨

	
	10:45～12:15
	高校教育における移行支援の実践１
	公立高等学校校長　　　　　　　　　　田邊　昭雄

	
	  12:15～13:15
	昼　食（各自でお取り願います）

	
	13:15～14:45
	高校教育における移行支援の実践２
	大正大学専任講師　　　　　　　　　　川俣　智路

	
	15:00～16:00
	討　論
	出講講師予定 



２０１３年度　子ども・専門講座 ６　（大阪）





No.133060





今日の思春期と大人への移行の課題





期　　日：２０１３年１０月１９日（土）～２０日（日）


受講対象：教育、医療、相談、福祉、保育の各機関・現場で子どもに関わる専門家および興味


のある方々


定　　員：１2０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込み）　※昼食は各自でお手配願います


会　　場：大阪府社会福祉会館　５階（５０１ホール）


［大阪市中央区谷町７丁目４-1５］


	市営地下鉄谷町線、長堀鶴見緑地線「谷町６丁目」下車　④番出口より徒歩約５分


※詳細地図は受講証に添付いたします


主  　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　　TEL 03-3986-7021





思春期はさまざまな情緒・行動の問題が顕在化し、精神保健だけでなく教育や福祉の面からも支援ニーズが高い。思春期は大人として自立するスタートラインでもあることから、思春期支援の目標は単に現在の問題を解決することにとどまらず「子ども」から「大人」に移行させるものでなければならない。しかし、「大人になること」は時代や社会経済状況によって大きく変動し、今日の日本社会では「大人」への移行はますます長期化・複雑化しており、新たな支援のパラダイムが求められてきている。本講座では、今日の「大人への移行」を社会学的、心理学的、精神病理学的に整理した上で、移行支援としての思春期支援の必要性と可能性について考える。


【和歌山県精神保健福祉センター所長   小野　善郎】





※ 時間割・テーマ等は、多少変更となる場合があります。その際はご了承願います。








